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特集:持続可能な学習教育支援システムの開発と運用

高等教育機関における大規模かつ持続的な

教育支援システムの運用に関する考察

江本 理恵*

A Study of large-Scale and Sustainable learning Management 

SystemγAssistant" 

Rie EMOTO* 

We have been running a learning management system called “1" Assistant" at Iwate University since 

2007 and users have been steadily increasing.百1ispaper examines requirements for large-scale and sus-

tainable operation of such learning manag巴mentsystems. In addition to developing systems in response 

to some observations made from preceding cases， the committee in charge of faculty developm巴nthave 
engaged in development and management of this“1" Assistant" system百1US，we set the aim of this sys-
tem to be for faculty development and dedicated to providing trainings for users to promote their under-

standing. As a result， we identi五edthat the sustainable management of this system requires not only the 

functions given to the system but also building us巴rsupport mechanisms including continuous trainings 

for users， especially targeting new users. 
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1.はじめに

ICTの発展に伴い，教育機関においても ICTを活用

した教育システムが日常的に利用されるようになって

きている (1) また，高等教育機関においては，文部

科学省のGP事業などの大学教育改革支援事業 (2)に

採択され，そのプロジェクトの一環として，新規に

ICTを用いたシステムを整備した大学も多い しか

し苑 (1)によると，日本の高等教育機関で ICTの活

用を推進するためには支援体制の組織化が重要と考え

られているが，支援体制が充実している大学の数は多

くはない そのため，せっかく導入しでも支援体制な

どが不十分で、学内ではほとんど使われない状況に陥い

るケースや，うまく使われていたところでも，事業終

了時に事業担当者が転出することにより，そのシステ

ムが維持できなくなるケースがあると考えられる.

教育機関，特に日本の高等教育機関では，学部間

の壁や教員組織と事務組織聞の溝などが存在する機関

も多く.ICTを活用した大規模な教育支援システムを

組織的に構築 ・運用するのは難しい.しかし 清水 (3)

によると，米国では，教育の質の向上と コスト削減

を目指して.ICTを活用した授業の再設計に取り組

んでいる大学があり. 92%の大学で LMS(Learning 

Management System) もしくは CMS(Course Man 

agement System)が導入されているなど.ICTを活用

した教育改革が進められている.限られた資源でより

質の高い教育サービスを提供するためには.ICTの活

用は必要不可欠であり，日本の高等教育機関でも本格

的に検討しなければならないだろう.

大規模かつ持続的な教育支援システムの運用の事

例としては， 三重大学における Moodleの全学的運用

がよく知られているω.三重大学の Moodl巴は， 全学

のLDAPと連携させてあり，すべての学生，教職員が

ログインできる.加えて， 三重大学の実情に合わせて
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Moodleのカスタマイズを行い，順調に利用され続け

ている.ただし三重大学では，オープンソースのシ

ステムである Moodleをカスタマイズできる技術を持

つ教員がMoodleのiillFげを担っており，この Moodle

担当教員に相当の負担がかかっていることが問題点、と

して指摘されている.

同じく，全学的なシステムの運用として知られて

いる1:jj: fJ1Jに，熊本大学の学紛I'~i報システム SOSEKl が

ある (5) SOSEKIは，全教員，学生，および学務関係

の自費負が療後計算機処理を行う学務情報システムとし

て，平成 11年度より運用されている.その機能は多

岐にわたっており，学生の学総. )滋修状況，単位取

得状況，成績，シラパス，教員情報，学生への情報

提供機能などからなっている.熊本大学では，この

SOSEKIと教育支援システム (WebCT.Moodleなど)

を連携させて運用し (6) さらにポータルを開発する

など (7) 発展を続けている.

ポータルの運悶で、は，金沢大学も「アカンサスポ…

ア支援の部門が加わった)，このうち，教育改善部門

n見在の教育推進連携部!可)が本プロジ、ニにクトを立案・
担当し現在も「アイアシスタント」の運用の主要な

部分を担っている.システムの稼働後，アクセス数も

)1償訴に増加しており，学生数が 6，000人弱の岩手大

学において，平成 25年度前期には 37万を趨えるア

クセスがあった (10) このプロジェクトでは，先行:>:Jc

例から得られた五つの観点をシステム開発に活かし

そのうえで，全学の教湾攻滋:を担うき[1認が担当したこ

とから，数済改善の視点なシステムIJ自発に絞り入れ，

研修などの支擬活動に淑り組んで、いるは 1)

本稿では，先行事例から得られた知見をシステム開

発の中にどのように取り入れたか，そして，本プロ

ジ、エクト独自の視点である教育改善の視点をシステム

の中にどのように取り入れたか，さらに，どのような

研修などの交援活動を行い，その成果はどうだったの

かについて報告する.

タルJを運用しており，卒業後も使える「金沢大学 2.先行事例から得られた知見の適用
IDJを発行しほかのシステムとのシング、ルサインオ

ンE51境を繋えている (8)

これらの先行事例からは，大続模かつ持続的にシス

テムを連関するために検討が必要な観点として，以下

の五つの観点が導き出される.

(1)全学の情報基盤システムとの述抗

(2)教務関係情報システムとの連携

(3)教員・学生・腕員の 3者で使うシステム

(4)個人に頼らない運用体fljlJの構築

(5)ポータル機能の殺flhY

岩手大学教育推進機構(王子成26年度に大学教湾総

合センターから改組)では，王子成 17~19 年度にかけ

て，文部科学省の特別教育研究経費(救済改煎)に

よる「大学教湾センタ…における組織的授業改善と教

室外学習支援システムの檎築jプロジ、エクトに取り組

み，その一環として. rJ" Assistant (以後. Iアイアシ

スタントj と表記)Jを関発し平成 19f1三度から全

学規模で稼働させている (9) 数奇推進機絡の前身で

ある大学教育センターは，会学の教育課題を扱う組織

として，会学共通教育，教育己主議，専門教育等連絡調

整の各部門から構成された組織で、ある(平成 18年度

2.1 システム概要

「アイアシスタント」の具体的な機能については江

本ら(日)吋11)などで述べられているが，簡単に槻[姿を

示す.

「アイアシスタント」は，さjt務情報システムと述燃

した Webベースのお{資支援システムで，会学共通の

Webシラパス運用を基に，授業実施期間中に活用で

きるJ受業支援の機能を併せ持つシステムとして構築さ

れている， ~tな機能として. IシラパスJ.

「グ、ループ作業Jなどがある.

教員・学生ともに，ログインするとトップ0ページが

表示される(図 1)，このトップページには，教員で

あれば自分の担当授業科目の待問制，学生であれば自

分の緩修している科目の時刻主IJが表示される.

学生ともに，時間者IJの科目名をクリックすると，当該

科自の「授業記録」のページが表示される(図 2).I授

業記録」は，毎回の授業を記録するための機能で，テ

キストとして記録が入力できるほか，プレゼンテー

ションや資料などの電子ファイルを主主録しておくこと

ができる.学生にもその記録は表示され，設録された

に大ècf~教育総合センターに改組し学生支援，キャリ 資料などを入手することができる. の機
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図 1 トップページ(教員用)

図2 授業記録(教員用・部分)
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fiEには， Web 上でテキストの入刀・提出ができる Ij

カードJ，電子ファイルの綬受ができる「課題・レポー

トJのほか， Web上で、小テストやアンケートを実施

できる機能がある さらに， Iグ、ループ作業Jの機能

を使うと，グループ単位で掲示仮での情報共有やファ

イルの共有などができるようになる.

その他，休講・告Ii識などを学務課担当グ、ルーフ。に迎

絡するための 事務職員が学生に

るための機能などがある.

2.2 全学の情報基鑓システムとの連携

三重夫学，熊本大学の事例で共通しているのが，ほ

かの全学的なシステムとアカウント(ログイン名，パ

スワ…ド)を共有し，同じログイン，パスワードでシ

ステムに入れる環fむを構築しているところである.金

沢大学も「金沢大学IDJを発行するものの，ほかのシ

ステムとのシンク、ルサインオンが可能で，シームレス

に各種サービスを利用できる.

は，情報誌flil:センター(平成 26年度に

J情報処理センターより改組)が全学の認証基擦として

LDAPをJ!TIJiiしており，メールシステムや教育問端末

の認証を， LDAPを過して行っている.そこで，情報

謀総センターの担当者と協議し「アイアシスタントJ

の認証システムとして LDAPな用いることとした.こ

れにより，教員，学生， 1隊員に対して， rアイアシス
タントJ月!のアカウントを新規に発行することなく

ログインできる環岐を整えることができた.ただし，

2.3節で示すとおり，学務官!j阪システムとの述般にお

いて，教員， 1隊員の LDAP認誌アカウントと学務情報

システム上の情報との対応付けなどの作業が必要であ

る.

2.3 学務情報システムとの連携

熊本大学の SOSEKI は，教員・~生・職員の 3 者で、

共有する高機能な学務情報システムである それに対

して，岩手大学の学務情報システムは，学生の単位取

得状況を管理するためのシンプルなシステムで¥学務

課職員のみが利用している.本プロジ、ヱクトでは，学

務情報システム担当の職員，

者と協議を行い，稼働中の学務情報システムはそのま

まに，新規に教育支援システムを防発する方針を係る
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こととした.つまり，熊本大学は高機能な学務情報シ

ステム SOSE胞をfj再発・運用し，そこに既存の教育支

援システム (WebCT，Moodleなど)を連携させる方

法を採っているが，宕手大学で、は，シンフツしな学務情

報システムと連携させて~号機能な教務支援システム

を新規に開発・ i選別する157去を採ることにしたのであ
る.

本学のさ戸務情報システムでは，学生はさ戸iii'i番号，教

員はI隊員怒号で管理をしており，一方，全学のLDAP

は学生は学籍番号，教員は{日l汚IJに滋録したアカウント

で管Hnしている. したがって，学生の議録はそのまま

行えたが，教員に隠しては，職員番号とアカウントの

対応付けを行う必要があった.さらに，学務情報シス

テムには!隊員の悩報がないため，何らかの形で新規に

主主録する必要があった.そこで， iアイアシスタントJ

に教員と職員を登録 011談員番号とアカウントの対応付

け)する機能を実装した.これにより，学生，教職員

ともに，メールやさ戸内の教湾問端末にログインするの

と詞じログイン名，パスワードで「アイアシスタントJ

を利用できるようになった

学務情報システムとの迎携を行うことで，教員，学

生ともに，システムにログインすれば，自身のお当し

ている科目，J滋修している科目について，すぐに「ア

イアシスタントJの各種機能を利用できる. しかし

学務情報システムの情報を教務支緩システムなどに絞

り込んでも実|僚の運用では不都合が起こることがあ

り， i使われるシステム」にするためには，この問題

に対する了察な対応が必要となる.例えば，改組が行

われた場合，数年間は新カリキュラムと旧カリキュラ

ムが同時進行となるため，カリキュラム上はj♀う科目

だが，実質は一つの授業として実施する科目がでてく

る.本学の学務情報システムでは，このような場合，

それぞ、れ加の時問答せコード，科目コードそ持つ科目と

なるので，教育支援システム上でもそれぞれ日IJの科

目として扱われることになる.それにより， i学留支

媛J機能の「課題・レポート」を利用してレポート課

題そ出す場合には，何万の科目で課題を出さなければ

ならないなどの状況が発生する.そこで， iアイアシ

スタント」では， i同じ教員が詞じfl寺|滋滑に隣諸して

いる授業j を iru複科目Jと定義し， i重複科目」と

認識された複数の授業科目を自動的に…つの授業科目
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として扱える機能を実装した.これにより， i重後科

目Jと認識されれば，どれか一つの科目で「シラパスJ

を設録すれば，その内容がほかの丞複科目にも反映さ

れ，どれか一つの科目で「課題・レポートJを出題す

れば，ほかの重複科目でも出題されるようになった.

ただしこの「重複科目Jの自動判定によるトラブ、ル

が発生する場合もあるので，運用には注意が必要であ

る.同様の問題提起は信州大学の事例で、も行われてお

り(12) 学務情報システムとの主II挑では，実際の授業

運営とできるだけ近い)1';でシステムを運用できるよう

な工夫そ行うことが意裂だと考えられる.

2.4 教員・学生・職員の3者が共有するシステム

大学で行われていると|々の段業の実施には，教員・

学生だけではなく，学務担当のi隊員も深くかかわって

いる. したがって，日常の授業を;ill)目するためのシス

テムには教員・学生・職員の3者がかかわる機能を

持たせることが必主主で， Tiij述のとおり，本学の学務悩

報システムがl隊員のみのシステムであることから，本

プロジェクトでは，教育支J愛システム (iアイアシス

タントJ)をこの 3者で共有するシステムとして構築

した.一度デ…タ化した↑iti殺は，できる|怒りお互いに

共有し利荊できるようにしている.

「アイアシスタントjの運用lこ関するデータの関係

は図3に示すとおりである.

名学部のカリキュラムやfI寺i問答IJは伊部のお(務(学

務)委員会などで決定し学務課の担当ク、ループが|お

識不|院に対して科目コードや股修申告用の11寺問答iJコー

ドを付与する.学務長男!の学務'iili報システム担当グ、ルー

プは，開講科目のコードや担当教員などを学務情報シ

ステムに入力し入力したデータを「アイアシスタン

ト」に読み込ませる.その結果，教員の闘部には担当

予定科臼一覧が表示され， iシラパス」が主主録できる

ようになる.学務課の相当者は「シラパスjの登録状

況をli在認することができ， PDFデータとしてダウン

ロードすることもできる. iシラパスjに主主録された

教科書や参考文献の情報を取り出す機能もあり，関75

館の相当者が活用している.

学期が始まると，教員は， t日当科目の

や「学習支援jなどの機能を使うことができるほか，

ボタンをクリックすることで担当科目の休講などの掲
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関3 rアイアシスタントj関連データの流れ

示を担当事務グループに依頼することができる.学生

は， IアイアシスタントJから履修申告ができ，申告

された股修申告データは学務情報システムに主主録され

る.それが再度「アイアシスタントJに取り込まれる

ことで，教員，学生ともに「アイアシスタントJ;;r利

用できるようになる.学務課の職員は，教長から休fibj

指示の依頼などを受け取り，学生の「新者悩報J欄に

表示させることができるほか，同時に，掲示板に掲示

するための印刷JllPDFファイルも作成できる.職員

mの岡面には，教員から依頼された休諮など以外に，
さまざ、まな学生への「お知らせJを登録する機能があ

り，登録した内窓は当該学生の「新活情報」欄に表示

される.

しかし学内に慎重な慈見が多かったため，

被告や学生の単位の取得状況などの情報の共有はでき

ておらず，今後の課題である.

2.5 運用体制

ステムを持続的に運用するためには，適用

体iplJを怒えられるかが重要な鍵をJ怒る.三m大学の
Moodleの事例では，技術的に優れた教員が運mを担
い，それを広jりがサポートする体制であるが，今後

の諜j湿などで述べられているように(ペ特定の教員 l

し続けるのは難しい.大学では，

る程度決められており，異動があっても後

!き継ぐ仕組みになっているが，

られている部分が多く，後任と

して採用された教員がそのシステムの運用を担えるか

どうかは定かで、はない.実際，ょくできた情報システ

ムにもかかわらず，担当教員の退織とともに廃れてし

まったシステムは数多く存在していると推察される.

持続的な運用のためには，通常の運用;こ必主主な業務を

学務系l隊員の業務のーっとして位世づけることが必要

であり， f弓特に，職員の業務負te.l曽にならないような

配泌が大切である.

「アイアシスタントJの運用においては，手町lを踏

んで，各部署のi隊員の業務に「アイアシスタント」関

巡業務を位路づけてきた.現在，学務↑前日システムの

悩報を取り込んだり，学生ヘ提供するための情報を主主

録したりするのは学務課職員，サーバなどのハードの

迩問を管理するのは情報支援課職員，そして，教員や

職員のユーザ登録や使い方など百こ対する問い合わせ対

応などは教育推進機構の技術補佐員が担当し全体の

i車問状況の確認や各総要望者E取り入れての改修計i閣の

どを教育推進機構の専任教員である筆者が担当

している. また，システムi会理lHこ必要な情報などは，

情報支援諜i隊員とも共有しており，識か一人が彼けた

からといってシステムが動かせなくなることがないよ

うな体if川乍りに力を入れている.

2.6 ポータjレ

熊本大学 (7) や金沢大学 (8) の事例では，

学生を対象;こポータルシステムを構築し統合認証環

境を務備して，教子守支援システムを含む冬極システム
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を連携させている 本ブロジ、エクトでは，情報基盤セ

ンターや情報企図説，情報支援訪!と協議し独立した

ポータルシステム機築の計爾がないことから， 1アイ

アシスタントJrこ，ある程度のポータル的な機能そ持

たぜる必裂があることを確認した.

「アイアシスタントJにログインすると，教員，学

職員ともに{[Ii]人専用の耐聞が表示される.この剥

学生には，事務職員が提供する{本目指な

l時間;!i!J， 学年潜などが表示される

(図 1).職員には，学生に提供した?打線の一覧，学年

絡などが表示される.上部にある

事務職員が務録した休日待や教室変更，

や奨学金などに関する↑!?報が提示される. I時締約に

は，教員には担当している科目，学生には)必修してい

る科目名が表示され，科目ぞiをクリックすると，その

科目の「授業記録」などの教育支緩機能にアクセスで

したときには， fI寺|おおlの

科在I:sの下にアイコンが表示される仕組みになってい

る.例えば，数段が，自身が担当している科目の何ら

かの機能を!日いて学生に』情報を提供した場合には，学

生のl1~j開制の当該科 lヨのところにアイコンが表示され

る.阿波に，学生が教員から 11:1された諜!~などに拠出

を行った場合には，教員の持fiiNilJの当該科目のところ

にアイコンが表示される.

ただし残念ながら，大学における「ポータル」と

いう位霞づけではなく，現主主，教総長には別のシステ

ム(サイボウズ)があり， 1アイアシスタントj との

迎燃はされていない.アカウントが迷うため，シン

グ、ルサインオンもできない状況である.学生にとって

は，教職員から提供される情報が-71:化される「アイ

アシスタントJのトップページが事実上のポータルと

なっており，ポータルとしての利用が多いと推察され

る.

3.教育改善の視点

3.1 システム

本プロジ、ヱクトは，その名前が示すとおり，教員の

「授業改善」を目的としたものであり，担当した部署

は全学の教育改善を担う部認ーである.そこで， 1アイ

アシスタント」の開発にあたっては， 1日常的な授業
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改議Jのための仕組みを取り入れることを試みた (1、3)

大学の授業は多様多段で，一つのシステムですべて

の授業の「改善j に対応するのは難しいが， f受業改主主

に必要なデータを蓄積するには，このようなICTを

活刑したシステムが威力を発布石する.そこで，筆者ら

は，教員依/¥の基本的な授業改護活動である 1-1受業p，j-

闘を立て，準備し実絡し学生の反応などからJ反り

返りを行い，次のJ受業の計画に反映させるJというプ

ロセスをシステム上にも再築しこれらの活動のデー

タを慈秘できるシステムを検討した.その結果，授

業計fiffiを立てる「シラパスj と， t反り返りを行うため

の「授業記録J の二つの機能を基本機能としてぬ~t~[づ、

け， 1アイアシスタント jの特徴となっている.この

「シラパスJと「綬業記録」の機fiE;;r活用することに

より，援業実施における PDCAサイクル(授業百|将司

の作成:Plan→授業実線:Do→授業記録(振り返り): 

Check→改~f策の検討:Action)そ可視化しそのデー

タをデータベースに諮ftlすることができる(医 4).

教員は， 1シラパス」で授業計泌を立てた後， j受業

!削除やは

を記録する.只体的には，各i国ごとに「シラパスjに

記述した授業内容や到達目標と比I1攻しながら実際の

授業内容をテキスト入力して党録し加えて，プレゼ

ンテーションや配布資料の電子ファイルなどを登録し

たり，学生への迎絡事項を入力したりできる(隠12).

その結果，自身の教育活動のJ反り返りが促され，次回

さらに次年度の綬業計闘の立案に活

かされることを目指している.

間様lこ，本ブロジ、エクト名に 7子

あるように， 1アイアシスタント」には授業時刻以外

--e
・・・
• • • • • • • • • • • • • • • 

.
 

|
 

.

「

• 
.
 

剛

• • • • • • • 
.
 'L 
剛

... 一巴鳳聞

Plan 
シラパスの登録 Action 

シラパスと記録の

| ム ト竹|比較改?の検討
D。
授業の実施 I~戸山一一一.一-聞同目一"欄閑田"開閉-

'1 Ch官ecl<〈
-授業記録の作成

振り返り

図4 授業実施における PDCAサイクル



にも，学生が，自宅やi盟主Ii'Ei，白色1窓などで自主的;こ

学習を行うことを支媛する機能も持たぜている.呉体

的には，教員の「授業記録」に該当する「学生J受業記

録」および「学問記録J機能があり，学生も自身の学

し振り返りに利用することができる

ようになっている.

3.2 支援活動

本プロジ、エクトで、三医者が最も力を入れてきたのが，

この支媛活動である.rアイアシスタントJを単なる
Webシラパスシステムとはせず，授業改替に必要な

データを誌なiし，仮り返りを行うことによりJ受業改設

に導くには，そのj立凶を教員にJHI併してもらい，適切

に活用してもらわなければならない.そのためには，

利用者である教員にその目的を伝える機会を作ること

が重裂である.

本プロジェクトでは，平成 19年度の「アイアシス

タント」の本絡稼働に向けて，王子成 18年度後Jlfl('1と

成 19fF 1月頃)に，教員11:IJけの説明会，議官会を企

夜lj し，各学~fl;の講義室，立;ii三|ミ窓を会場として，惚数回

実施した(臼) 1市1寺に， rアイアシスタントJの使い方

をW，ifi5~ した「アイアシスタント・ガイドJ ， rシラパスj

の各頃|ヨについて解説した「シラパス作成の三f.iJlきJ

を作成して配布した.ガイド，手引きなどは，必要に

応じて改訂を行い，毎年，配布している.平成 19年

度以降も，定期的に関連する講習会などを開いてきた

が，参加者が少なくなってきたこともあり，王子成 20

年度からは新規採問教員研修で、被うようにしている.

特に，王子成 23年度からは， rアイアシスタントJの

し実際にログインして各組作業を体

験する活動を研修の中;こ白星り込んでいる.

もともと新規採用の教員に対する特

別な研修はなかった.そこで，全学の教育改善をねう

る ~n:者ーが，

施主E人事設に提案し平成 20年J~ 4月より相当して

いる.当初は 211寺問で概要を説明する程度であった

が，少しずつ内容が充実し平成 23年度からは，学

長・ Jill司王・高'J学長の講話を含む教i際共同研修が21"1， 

教員のみを対象とした研修が l日の合計3日間のプ

ログラムとして実施している.教員のみを対象とした

研修では，岩手
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fl4成や科長11玄分， どの解説に加えて，パソ

コンを使った「アイアシスタントJ;{f:含む情報システ

ムに関する実泌を絞り入れている.

「アイアシスタントJを使えるよう

にするためには， 2.3 f[IHこ示したとおり， LDAPの認

証アカウントと職員番号を対応づ、けるf午業が必裂とな

る. しかし，こ

する仕総みが構築できず，

トを入手したいj というのが，

策したJtjjは!の一つであった.研修のためにリストを入

手し，それを袋、に学務課の担当夜にミ向苦情報システム

への登録状況を， 'i'f1i卒IH;~彼センターのfE!~当者に LDAP

の認証アカウントそ問い合わせることによって，研修

当日までに， (まぼ全教員の登録が可能になった ただ

し持続的な巡mを考えると，この新規採用教員を号室
録する作業も，より組織的に対応する仕組みを検討し

なければならない

岩手大学の教員数は約400名で，毎年， 20名前後

の教員が入れ怒わる. 10 iドで約半数の教員が入れ苦手

わることになるので，新規にお任された教員への対lむ

を縦突に行うことは，システムを持続的にj選別するた

めの一つの鍵になると考えられる

学生にお;しでは，合格通告1111寺のシラパス閲覧方法の

ちらし入学11寺のガイドブックの配布とともに，学生

委員会による新入ヨ二への指導，履修申告手Jilyiを説明し

た動nmの配信などを行っている.本来は， 1年次必{Iま

の情報関辿科目などでの組織的な指導ができれば望ま

しいのだが，それはできていない.

学務担当のl隊員に対しでも，定期的に異動がありtE!

当者が変わるので， liffll主主主災施している

4.運用結果

4.1 ログイン数

悶5に本格稼働以降のログイン数推移を示す.本

格稼働2年目の王子成20年度からログイン関数が多く

なり，平成 21年度から 23年度は横ばい，平成24

年度から符び域加傾向にあることが読み取れる ま

た，平成25年度の教員， J際良，学生のログイン状況

を見ると(I~I 6)，学生のログイン数が庇倒的に多い.
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ログイン回数 掲載件数

450，000 800 

400，000 700 

350，000 600 
300，000 

500 
250，000 

400 
200，000 

150，000 
300 

100，000 200 

50，000 100 

。 。

~5 rアイアシスタントJへのログイン数と「新義情報」欄に掲載された情報件数の推移

※liijJUj‘4 JJ ~9 )j ，後WJ ・1O)j ~3 )j

期

期

後

前

o 100，000200，000300，000400，000500，000 

前期 後期

21，807 

2，255 

369，830 

図6rアイアシスタントjへのログイン数

一教員・織員・学生目立(平成25年度)ー

※liijWj : 4 )J ~9 )j， iをJUJ:10 パ ~3 }j

4，2 学生の活用状況

表 lに王子成 25年度の学生の「アイアシスタントJ

の利用状況を示す.アクセス数は「トップページ、jが

圧倒的に多く， I授業記録j も活用されている.履修

申告の時期は「シラパス」へのアクセスが，

の時期には「授業記録jへのアクセスが憎えているこ

とが読み取れる

2.6節で示したように， IアイアシスタントJの

「トップページjは「ポータルJとしての役寄せを担っ

ており，学務課職員から提供される「車rr翁'Ii!i報Jや教

員から出題された課題などが総認できるようになって

いる.特lこ休講情報など、が掲示される「新着悩報j布陣j
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については活用度合いが高く，スマートフォンの普及

とともに， I rrr ~~i'l111報」欄をより見やすくすることへ

の学生からの裂裂も出されていた.

学生からの要望を受け，平成 24年度;こ，学生の「車rr

穏情報J欄を， If受業に|芸iする情報J(休総・tJli諮など)

と「その他の情報Jとを分けて表示するように改修し

た.これが平成24年度にログイン数が横ばいから治

加に転じた「きっかけJの一つであると考えられる.

この改修により，学生が「新着↑??幸I~J を確認しやすく

なったのに加えて， [~[ 5に示すように，平成 24年度

による情報提供のffj裁件数も増えている.

つまり，学生にとっては，1アイアシスタント」のトッ

プページが「ポータルJの役割を担っていて，頻繁に

アクセスして Irrr務情報jなどを{確認していることが

推察される.また，平成24年度以降もログイン数が

{rI1びており，表2~こ示すように 機能を利

附した科目が消えてきていることから， Iボータル」

としての手IJIlJに加えて，本来の教育支援の機能を使う

学生もfffiえてきていると考えられる.

これらの情報から，次のような学生の行動が推察さ

れる 学生は学生生活の「ポータル」として「アイア

シスタントJ;(f:利用しており，言iい頻度でアクセスし

ている.履修申告時期には「シラパスjを閲覧し;受

業期間中には授業についての情報を得るために「授業

記録Jにアクセスしている.学期末が近づいてくる

と， I授業記録Jで授業の情報を得るほかに， レポー
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表 1 学生の「アイアシスタントj利用状況(平成25年4月~平成26年3月)

区分 ページ 4 JcJ 5 jcJ 6月 7fJ 8FJ 9Jヲ

トップページ トップページ 398，460 314，568 271.776 339.133 150.100 117.350 

段業記録 筏3誌記録1長j覧 69.578 91.553 94，355 169，778 31.621 12.201 

と戸1守支J笈 iカード 10.115 14.565 13.316 13.607 1，097 404 

iぷ1m.レポート 4，980 16.331 18.690 32.264 12，416 2.570 

~F1守 l~;JlJl 泌修平'If~1 一覧 17令286 7，151 5.494 8.323 2，810 3，586 

三戸沼記録 3.584 1，593 1，067 1，713 460 372 

R立{伝FJI{S 履修ql長i 82.680 2.167 13.672 

シラパス -PHヨ検索 59.814 4.228 6.896 9.969 8.812 32.766 

分刻一覧 42，357 3.961 4.652 8.199 6，220 17.852 

I 10月 11 J=J 12 Jヲ 1 }ヲ 2 J=J 3月

トップページ トップページ 506.313 264.106 280.813 230，526 187，695 105.751 

授業記録 J主主主記録閲覧 95，849 64.159 69φ026 79.684 61.863 4.036 

学123支J妥 lカード 16.794 11.885 11.978 6.214 3β10 142 

議!足fi.レポート 7.342 8.262 8.91 9.966 14，657 683 

守!:1~/1~\;Jm !必修科目~~i 13，143 4，022 3.796 3，564 3，511 2.653 

P…子tW/fì合c: ~IR、 1，387 686 579 548 593 114 

路{133IJI{行 履修申告 56.680 3.221 

シラパス .pJ1=1検索 34.696 3.635 2.904 2.797 8.051 20.399 

分主fî~ 'Çi 19.529 2.329 2.777 2，876 3，890 3.418 

※怒(I!Wま各ページのIW覧数の合al
※Uo級学ヨ:主主:学iHj(4.958 'I:'!)， )，字続 (7611'，)('I')JI( 25 5 JJ 1 IゴIJUEl

ト諜j越を出題されることがあるので，その場合は，

Jill • レポート J 機能を用いて提出している.

4.3 職員の活用状況

関6fこ織員のログイン状況，閲 5 に学生の「新~'Hßf

欄に掲載した情報の掲載件数を示す.

欄への「お知らせ」の掲載件数は，年度によって多少

の摺減はあるものの，全体として潟殺件数が噌えてい

る傾向が見て取れる.稼働当初は学務課織員のみがこ

の情報提供機能な使っていたが，学生支援;iJ!i，国際議!

といった他部諮ーからの依頼も多くなり，それに伴い，

掲載件数も椴えたものと恩われる.

この掲載件数が燃えたことも，学生にとって Iポー

タルj としての「アイアシスタントJの価倣が高まっ

た理由のーっと考えられる.

4.4 教員の活用状況

表Zにお(員の「アイアシスタントJの利用状況を示

す.会開講科目のうち， IアイアシスタントJの If受

業記録Jを利用している，あるいは，何らかの「学習

は，導入当初の 40%から少しずつ地加し，

4年13で減少傾向に転じ，緩やかに減少を続けている.

If受業記録」も同様の傾向があり，導入当初，]3年間の

40%に届くような状況から，減少傾向にI1去じ，現在

は横ばい状態であるが，専任教員に絞ると，再び増加

の傾向が見られる liカード」や「課題・レポートJ

などの「学習支援j機能はわずかであるが利用率は噌

加しているので，これら

活かしている教員は増えていると湾えられる.

表3には平成23年度から

還に限定した利用状況を示す.この淡から，研修受講
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表2 教員の「アイアシスタント」利用状況(学士課程)

Im;;，I! シラパス 平Ijm 授業記録 lカード

科iヨ数 '¥1主吉本 FI.I~I':f'\ 手IJJfl科[IWi 手11111 、t\~ 手IJliH.'1日数

平成 19{J~J込 3143 88.3% 40.1% 

(2531 ) (397%) 

'!Zj3立20"J'-Irl' 3066 87.1% 40.3% 

(2517) (41.2%) 

'jLn文21{fニ!CE 3032 89.8% 41.9% 

(2510) (442%) 

iYI点221，[二度 3264 85.4% 39.3% 

(2729) (41.1 %) 

、[i'llx23年度 3325 90.7% 33.9% 

(2737) (359%) 

可分3X24年度 2930 91.5% 34.6% 

(2434) (36.5%) 

平成 25"ド1St 2962 90.5% 32.7% 

(2337) (38.9%) 

※( ) I)~(まぜ/任教はのみの立与;;1' ，

※Ijニ子大学のあ{民主主:399:1'， (、1'11)(25 {l' 5)1 1 1 wun 
※~H.手:1.~= そ~fJされたシラパス終日数/iHJ.\持科 1I数

※平IIIJI ヰ:口、~íli当機能が平1)!lIされた料I.I~次/IHJ ，lbj科 IJ数

1251 39.8% 

(997) (39.4%) 

1207 39.4% 

(1009) (401%) 

1250 41.2% 

(1091) (43.5%) 

1251 38.3% 

( 1091) (400%) 

1083 32.6% 

(942) (34.4%) 

971 33.1% 

(846) (348%) 

909 30.7% 

(852) (36.5%) 

※科)1 1利子l:i'.s=rt~ :R J記録J あるいは門:::~~l交際J 機能が平1))[1 された1"111数/IIH ，;bl科 1I数

※IHJI溝手'111数・ 1m，)品科1I数にはqi.(，'U i:l')!flJの科げなどもfTまれている.

48 

(45) 

65 

(63) 

55 

(52) 

70 

(70) 

68 

(64) 

70 

(66) 

83 

(83) 

手II1判、手1

1.5% 

(1.8%) 

2.1~ら

(2.5%) 

1.8% 

(2.1%) 

2.1% 

(2.6%) 

2.0% 

(23%) 

2サ4%

(27%) 

2.8% 

(36%) 

1322立

平IlIll科 I~I数

106 

(90) 

128 

(118) 

153 

(139) 

183 

(170) 

189 

(164) 

160 

(145) 

181 

( 176) 

表 3 新規採沼教員研修対象者(平成23年度以降)のアイアシスタン卜利用状況(学士諜程)

手リfHヰi

3.4% 

(36%) 

4.2% 

(4.7%) 

5.0% 

(55%) 

5.69ら

(62%) 

5.7% 

(6.0%) 

5、5%

(6.0%) 

6.1% 

(7.5%) 

対匁11ぃ1) 平IJI!J IJ}.]11持 J受355ius;t ;カード 課題
1:;:バJfJ'I.良

科|ヨ数字文(1ヰ4 平IjJll科1]数 平IjlfP与 手IJIlWIEI数 手Ijll]，:('; 手IjlH料日数 平Ijl!Jヰミ

ヌドJJX23 {J'.Ji.t 平成23{!'.J支 21 66.7% 47 30 63.8% 2.1% 2 4.3% 

平成 24{fJ交 平成 23年度 21 80、O% 79 39 49.4% 6 7.6% 

、[i./iX24 {f'.lJエ 20 84.6% 59 39 66.1% 3 5.1% 

平成 25{r二度 平成 23!jミ1M 21 722% 95 47 49.5% 12 12β% 

平成 24!j'.J交 20 64.7% 86 47 54.7% 7 8.1% 

、11.13X25 {f'-J交 142) 70.0% 75 46 61.3% 12 16.0% 

※平I1Jll数 L r4.í=ft受~'1 J己3仁あるいは r~{:{:~l支1~J ;!i: 手 11111 しているお((~数/七を刻、li しているお(0数

※平11111本出 ~írl法機能が平I11T1された科 1I数/iHl，1持科数

※it ・ 1) 対f~fiの人数には， f受3告をfl.!、していないj授はも;守まれている.

2)市1，日 25{['Il立の対象tiは4 llllHモ，V;c.r手研修対象符)のみを然;iIした.

者の利用状況が，その他の教員の利用状況に比べて，

明らかに高いことが読み取れる.玉fllJx23 i利支からは，
「アイアシスタントJのコンセプトなどをγ寧に説明

したうえに，一人 l台のパソコンな用いて「アイアシ

スタントJを模擬的に使ってみるという研修を実施し

ており，その効巣が上がっていることが推察される.
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ただし表 3に示すように，平成 23年度研修受

講者の「授業記録J利用率は 63.8%，49.4%， 49.5%， 

平成 24年度研修受講者は 66.1%，54.7%と推移し

ていることから， i授業記録Jだけを{史っている教員

は，徐々に「使わないj 傾向がでてくると考えられ

る，それは，表 2の「授業記録jの来IIJ:r:f議が稼働?を 4



年目で減少に転じ，その後， 33%前後の横ばい状態

で挽移していることからも推測される.一方，平成

23年度研修受講者の「課題・レポートJ機能の利用

率が 4.3%，7.6%， 12.6%，平成 24年度研修受講者

は5.1%，8.1%と推移していることから，当初は「授

業記録jのみの利用だったのに，停をJsうごとに弓果

題・レポートJなどの「学習支媛」機能を脳級的;こ使

うようになった教員がいることがわかる.これは表2

において， r学習支媛J機能の手Ij)H率は上昇傾向にあ

ることからも般察される.

5.考察

「アイアシスタントJへのログイン数は年々治加し

数湾システム情報学会誌 Vol. 32， No.l 2015 

もしくは「システムJによる支媛の仕組みを作る

ことが急務である

特筆すべき点は， る.

研修受講者の「アイアシスタントJの利用本が明らか

に高く，積極的にさまざまな機能を利用している傾向

が伺える.おそらく'一一-)皮交で、も{使史つてその手和利|リH史貯矧d性|

かると，引き続き使い続ける傾向があるので， r一度
使ってJの経験を研修で提供できることの効楽は大き

いと考えられる.芝、~2 の利用状況の推移から， :ffr焼

していなかったとしたら， rアイ
アシスタント」全体の利用状況はかなりードがっていた

と推測される. また， ~f勺お・5リU ，11~fjffìをffすめた手Ijm状況と

専任教員のみの手Ijm状況にが:がで、てきていることか

ら，非常勤講師への対応も考えなければならない.こ

ているが，この主な理由として，学生にとって「アイ れらの結果から， システムの運用のために

アシスタントJが「ポ…タルJとしての役却を担って

いることが考えられる.学生にとっては，

示されるほか，授業に I~Iする先生から

記録Jなど)，事務からの情報(休枇

は，やはり持続的な研修な

果的であると言えるだろう.

「システムJというものは，構築し運用を開始し

た後にも，常に「人」がかかわらなければならない.

奨学金I:MIJili↑i科技など)が一覧で確認で、きるため， rポ… 教育支疑システムであれば， らの利

タルJとしての役割が大きいものと考えられる.

「アイアシスタントJは教育支援システムなので，

本来は学生への「教育効果Jを示す必要があり，残念

ながらrYMI守点で、は卜分その効巣の検説ができていな

い.しかし教員の活mをHmするにあたって， r学

用者への支J笈が必変であると考えられる.もともとの

システムの持つ機能以上に，この「人」による支疑が，

システムを持続的に運用するとき

ているのではないかと推然される.

生が使っているJ ことは何よりも 11i~な点で、ある.教 6. まとめと今後の課題

良から「学生からアイアシスタントに教材をアップし

てくれと綴まれたが，どうすればよいかつJという問

い合わせを受けることは多く，学生が使うことにより

教員も{史うようになると考えられる.

本;システムは「教育改議Jを目的としたシステムで

ある. しかし現時点で、は，教脊改tg~~ に必要となる

デ、ータを接続することはできても，それらのデータ

を基に，改主主のための提案をするような仕組みは存有

しない.おそらく，これが，教員の「授業記録Jの利

用が減ってくる原因の一つではないかと考えられる.

「アイアシスタントJの科!日は義務ではないため， ICT 

活用に綴極的ではない教員に使い絞けてもらうのは縦

しく，何らかの工夫が必要であると考えられる.一般

木材iでは，大規模かつ持続的に教育文段システムを

運用するために，先行事例から導き/J:¥された]jつの観

点と，ヱドプロジ、エクト独自の視点である教育改認の観

点を取り入れたシステムをI}日発し平成 19年度から

全学的に運用し統付たt:êj~を報告している.

その結果，

れて開発した「アイアシスタントJは， JII員;iffoに多くの

教職員に利用されるようになっており，大脱線

かっ持続的なiillmにある程度成功していると言えるだ

ろう.また，ヨjs;ブロジ、エクトの特徴として，持続的に

新規係刑務(員への研修を行っている点が挙げられ，そ

の成5長から，持続的な運用には持続的な研修などの利

庁、jにICT活用を推進するためには がヨZ姿 用者への支媛がm嬰な役者Ijを担っていることが推祭さ
であると言われているがω，ここでも による支 れる.特に，システムの操作方法だけではなく，その
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~等教管機関における大規綴かつ持続的な数奇支援システムの運用に関する考察

日(1'')を丁療に説明し Jffi解を得ることがm裂で，その
機会を確保するためには新規採用教員研修は最適で、あ

ると考えられる.

今後の課題として， I教務改議」を目的としたシス

テムとして，言制定したデータから教育改畿の提案を行

うような仕組みの構築が挙げられる.その燃も， Iシ

ステムJとして構築するだけでなく， による支

援をどのように行うかを合わせて考えることが必裂だ

ろう.また，王子成 17~同年度に附発した「アイアシ

スタントJは，システムとしては技術的にも考え方の

首iでもおくなってきており，それによる不都合な部分

も発生している.段新の技術や考え方を}おいた新しい

システムへの移行が必要であり， I持続的な運用Jと

した崎合， 1埼の流れとともに必主主に応じて古いシステ

ムから新しいシステムへの移行を円滑に行うことも含

まれると考えられる，
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